
災害時の情報は信頼感と更新が鍵

～取材者・伝達者としての経験から～

日本放送協会 コンテンツ戦略局 柴田健剛



2022年12月発足

►東京大学/総務省/内閣府/国土交通省/デジタル庁/防災科研/

LINEヤフー/ゲヒルン/NHK

►フラットな意見交換の場/建設的で前向きな議論

►2024年度提言「データ標準化・共通運用ルールを」

使いやすい防災データPF研究会 – 越塚研究室 / Koshizuka-Laboratory

使いやすい防災データPF研究会
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https://www.koshizuka-lab.org/?page_id=1432
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「結果」報道：被害状況を伝える

⇒テレビ本線で全国放送に力点

阪神・淡路大震災→「減災」「ボランティア元年」

東日本大震災 →  危機感・行動を促す情報、SNSの伝達力、ライフライン・生活情報

西日本豪雨 →  地域の人のためのきめ細かい情報を、地域の伝え手が

「予測」データで「減災」報道：/リアルタイムで予測と現況を伝える

⇒手段/媒体が複線化、地域情報を重視

「個別情報」伝達：避難時/避難生活に役立つ情報ニーズ増加

⇒対象地域の細分化、扱う情報の多様化、デジタル化の波

災害報道/情報発信の変化 結果→予測→個別
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NHKオンライン｜NHKオンライン「ヒストリー」

ボランティアネットアーカイブス | NHK厚生文化事業団 (npwo.or.jp)

試行錯誤

1991年6月 nhk.or.jpドメイン取得

2000年12月
ニュースのネット提供開始
データ放送 7項目ニュース
「既放送」

ニュースと
同時期に
気象・災害
ページ開始

テレビの
「既放送」

1995年10月
ボランティアネット
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https://www.nhk.or.jp/toppage/history/
https://npwo.or.jp/arc/nhkvnet/
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実測/予測のデータで地域の危険度を伝える

2026年2月3日 日本放送協会 柴田健剛



状況に応じてタイムリーな情報が求められる



知りたい情報：私の地域はいつ避難すべきか

►結果報道（被害情報）→事前報道（予測・減災情報）に

►しかし、ざっくりした情報では、人は動かない (※「全域」は？)

周りの人が動くと「自分も動かないと」と思う

→「率先避難者」を動かす情報提供が重要

►響く地域の情報を、響くタイミングで

・私の地域は危険なの？【リスク情報】

・いつ危ないの？ 【フロー情報】

・どうすればいいの？ 【行動想起とトリガー情報】

・どこにどの手段で避難すればいいの？【事前周知と誘導情報】



避難情報 自治体ができることは

►平常時（事前準備・周知）
・過去の災害の検証

・土地のリスク情報の公開、周知、学習の機会や場の提供

・予測情報、実測データをもとに「発生シナリオ」を検討する

・地域（対象範囲）ごとに、トリガーを決めて、設定しておく
例：横浜市「即時避難指示対象区域」即時避難指示対象区域一覧 横浜市 (yokohama.lg.jp)

►切迫時（予測情報をもとに現象を向かい打つ）
・この地域、キキクルで赤→紫（レベル３→４）になり、

・降雨もしばらく続く予測、予想雨量は過去の災害レベル、

・発生シナリオとほぼ同じ、と判断し、

→このタイミングで、事前設定していた地域に「避難指示」発表

・周知広報はあらゆる手段で。特に自治会、地域の防災リーダーに

https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/iza/kodo/fusuigai/taifu/20160615135644.html


平常時と災害切迫時をシームレスに

►ふだん見ていないものは災害切迫時にも見ない・触れない

・正常性バイアス「私は大丈夫」を打破するには響く情報を

・いつなんどきも「スマホが頼り」という人が増えている

  一方で、デマに振り回されたくない、情報の洪水になりがち

・「信頼できる情報源」の周知を、平常時に進める必要

►地震の情報も事前周知と切迫時の正確な伝達が求められる

・「南海トラフ地震臨時情報」

・「北海道・三陸沖後発地震注意情報」



専門家・責任者が直接伝えると「伝わる」
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2020年9月 台風10号接近の際の
気象庁と国交省の合同記者会見

►「戦後最強クラス」接近のため、
  「風雨が強まる前に避難を」
  「命を守る行動を」との呼びかけが
  実際の避難行動として、

多くの人を動かした
►専門知識・経験・科学的根拠には
  説得力がある【過去災害との比較を】

（注意点）
記者会見で発言が2転3転してしまうと、
伝える側は内容を念入りに確認せざるを得ない
その結果、情報伝達が遅れるおそれがある

キーワード①

信頼感

2026年2月3日 日本放送協会 柴田健剛



自治体の人の言葉が避難を後押しする

災害への意識や備えと避難行動｜NHK放送文化研究所

Q誰の言葉が後押し？

►自治体関係者 55％
►気象庁担当者 38％
►地元番組の
アナウンサー  37％

►全国放送の
アナウンサー  30％

►政府関係者    26％

https://www.nhk.or.jp/bunken/research/yoron/20200401_9.html


課題

2026年2月3日 日本放送協会 柴田健剛 13



課題①基本データが整備/管理されていない

2026年2月3日

【全国共通避難所・避難場所ID】
資料２-４ 全国共通避難所・避難場所IDの
概要 (bousai.go.jp)

指定緊急避難場所データ | 国土地理院 
(gsi.go.jp)

記者会見の要旨 - 令和6年1月13日 - | 石川県 (ishikawa.lg.jp)

能登半島地震では、共通IDが使われず、
個々の機関（自衛隊や市町）がそれぞれ
収集した避難所の情報を、後日統合した
→次に備えて、今、全国で実行すべき

日本放送協会 柴田健剛 14

https://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/dataplatform/pdf/gijutsu/dai1kai/siryo2-4.pdf
https://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/dataplatform/pdf/gijutsu/dai1kai/siryo2-4.pdf
https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/hinanbasho.html
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/chiji/kisya/r6_1_13/1.html


臨時の「避難所」データを追加する機能を
アイデア

共通IDの種別コード「大分類」に「臨時避難所」を追加する

⇒DBを更新し、Lアラート含め各種システムと連携する

3.臨時避難所



課題①基本データが整備/管理されていない

アドレス・ベース・レジストリ｜デジタル庁 (digital.go.jp)

2026年2月3日

 第一歩として、
【住所データの共通化を】

  省庁/自治体/公的機関の
  システム更新時に
  導入を義務付けられないか

日本放送協会 柴田健剛 16

https://www.digital.go.jp/policies/base_registry_address


課題②自治体のデータ入力 品質が不均一
►内閣府の「避難情報に関するガイドライン」
・分量が多い

・内容が多岐にわたる

・判断基準が「データ化」されていない（PDFのみ）

避難情報に関するガイドラインの改定（令和3年5月）: 防災情報のページ - 内閣府 (bousai.go.jp)

►都道府県システムが他システムと連携できていない

気象・河川データを別画面で開いて確認し、発令は手入力

►人事異動のたびに、経験がリセットされてしまう

2026年2月3日

現状：表記がバラバラ(漢数字/数字、全角/半角、読み仮名無し)

フリーテキスト→あいまい(山裾/左岸/河口付近など)

日本放送協会 柴田健剛 17

https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinanjouhou/r3_hinanjouhou_guideline/


市区町村の発表情報をデータで共有する
アイデア

石川県内の市町は、給水/廃棄物などの情報を自前HPで公表

住民に対して「デジタル媒体で公表する」という意識が

自治体担当者に定着したと感じる（過去の災害と比較して）

「文字入力」作業を「構造化データ」作成と兼ねることで、  

「データ」を「システム連携する」ことができないか

自治体HPのCMSベンダーに「共通仕様」作成の要請を

今の省庁の業務構造に「自治体の広報を国がとりまとめる」という

意識はない、という声を聞いたが…

「ふだん使い」のツールとするために、HP広報の活用を



課題③情報の基準/用語/運用が各社で違う

2026年2月3日

例：停電の復旧見込み時刻

①デフォルトで「概数」を表示
その後、状況把握に伴い、
随時、変更していく

②しばらく「未定」と表示
現場で状況確認後に
確かな見込み時刻を表示

沖縄電力はHPの表示内容を作業工程の段階に応じて解説
沖縄電力 停電地図表示 (okidenmail.jp)

日本放送協会 柴田健剛 19

https://www.okidenmail.jp/bosai/info/index.html


課題③情報の基準/用語/運用が各社で違う

ライフライン（電気/水道/ガス/通信）

交通機関

インフラ

                                まず業界単位で

                                次に業界横断で

2026年2月3日

共通化を
現象の分類 復旧までの段階 作業工程 概念と用語
データ形式 粒度 データの更新頻度

日本放送協会 柴田健剛 20

キーワード②

更新



「同じタイミング」で、対応・情報発信を

21

東日本大震災当日、東京では鉄道各社の対応と情報発信に統一性が
なく、混乱が広がった。今後はオンライン会議で情報共有・意思決
定を迅速に。伝達手段はデジタルツールをメインに。

（NHKアーカイブス）
そのとき、大都市では～NHK東日本大震災アーカイブス～

2026年2月3日 日本放送協会 柴田健剛

https://www9.nhk.or.jp/archives/311shogen/summary/evi/09/


みんなが安心して使えるPFを

2026年2月3日

防災｜デジタル庁 (digital.go.jp)

 データ連携基盤への期待と不安

・単なる「土管」なのか？
・仕様は？ いつ決まる？
・流れるデータの選別は？
・品質の確保は誰がする？
・管理は24h/365d？
・問い合わせはワンストップ？
・使えるのは誰？ 個人もOK？
・費用負担は？
・営利目的の利用も可？
・目利き/匠 が必要では？
・ふだん使いの工夫は？

日本放送協会 柴田健剛 22

https://www.digital.go.jp/policies/disaster_prevention


みんなが安心して使えるPFを

2026年2月3日

デジタル庁における防災DXの取組 (digital.go.jp)

利用規約の内容は？
責任分界点は？

日本放送協会 柴田健剛 23

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/f7339476-4afc-42d8-a574-a06bb8843fb5/7bb7555a/20240924_policies_disaster_prevention_outline_01.pdf


標準化/規格化 原則 公開情報で

災害対応基本共有情報（EEI）第１版 (bousai.go.jp)

政府相互運用性フレームワーク（GIF）｜デジタル庁 (digital.go.jp)

内部の業務対応目的  誤情報の訂正/周知が課題  地方分権という壁

https://www.bousai.go.jp/kaigirep/kentokai/dataplatform/pdf/jitsumu/dai3kai/eei_v01.pdf
https://www.digital.go.jp/policies/data_strategy_government_interoperability_framework


2026年2月3日

https://www.soumu.go.jp/main_
content/000968570.pdf 総務省

►発災したら業務が
爆発的に増える

►平常時にできる限りの
準備/訓練を

►準備/訓練していれば
冷静に対応できる

►準備/訓練していないこ
とは本番ではできない

日本放送協会 柴田健剛 25

https://www.soumu.go.jp/main_content/000968570.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000968570.pdf


信頼感のある防災DXに向けての提言

1. 基本データを平時に整える

2. 公開してみんなで使う

3. 運用/更新が成功の鍵

2026年2月3日

データは個人の行動の起点になってこそ価値が高まる

日本放送協会 柴田健剛 26



Appendix
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業務・経歴

1991~2004 記者(大分/福岡/社会部)

2004~2015 ニュースデスク(大分/宮崎/生活情報部/社会部ネットワーク)

2015~   デジタル業務（企画/開発/運用）防災関連の外部機関対応

2015~   Lアラート(作業部会メンバー/運営諮問委員)

2018~2023 国土交通省 情報共有PJ
住民自らの行動に結びつく水害・土砂災害ハザード・リスク情報共有プロジェクト - 国土交通省水管理・国土保全局 (mlit.go.jp)

2121~2023 国土交通省 ハザードマップのユニバーサルデザインに関する検討会
ハザードマップのユニバーサルデザインに関する検討会 - 国土交通省水管理・国土保全局 (mlit.go.jp)

2022~   内閣府 首都圏広域避難 検討WG
首都圏における広域的な避難対策の具体化に向けた検討会 : 防災情報のページ - 内閣府 (bousai.go.jp)

2023~   内閣府  帰宅困難者対策 実効性向上に関するWG
帰宅困難者対策 : 防災情報のページ - 内閣府 (bousai.go.jp)

2023~   総務省 情報連携検討会資料３９－５ 総務省令和６年度Ｌアラート関連事業について.pdf (fmmc.or.jp)

2022~  勉強会「使いやすい防災データPF研究会」事務局サポート
使いやすい防災データPF研究会 – 越塚研究室 / Koshizuka-Laboratory

2026年2月3日 日本放送協会 柴田健剛 28

https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/index.html
https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/universal_design/index.html
https://www.bousai.go.jp/fusuigai/suigaiworking/kouikihinan.html
https://www.bousai.go.jp/jishin/kitakukonnan/index.html
https://www.fmmc.or.jp/Portals/0/images/commons/publish/%E8%B3%87%E6%96%99%EF%BC%93%EF%BC%99%EF%BC%8D%EF%BC%95%E3%80%80%E7%B7%8F%E5%8B%99%E7%9C%81%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%96%E5%B9%B4%E5%BA%A6%EF%BC%AC%E3%82%A2%E3%83%A9%E3%83%BC%E3%83%88%E9%96%A2%E9%80%A3%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6.pdf
https://www.koshizuka-lab.org/?page_id=1432


避難情報の表示例 データ放送

緊急安全確保を含んだ避
難情報の5段階表

2026年2月3日

780932

日本放送協会 柴田健剛 29



ｄボタンのデータ放送での活用例

テレビに登録された郵便番号に紐づいた市区町村の避難情報や開設避難所情報が表示される



ｄボタンのデータ放送での活用例

テレビに登録された郵便番号に紐づいた市区町村の避難情報や開設避難所情報が表示される



テレビ放送での活用例

Ｌアラート経由で配信された避難情報をそのままダイレクトに放送画面に表示

「全域」表示をやめる



データ放送での避難情報の自動表示

各テレビ端末に登録された郵便番号をもとにｄデータ放送で避難情報を市町村単位で自動表示

※総合テレビで表示されます（一部、対応していない番組があります）

2026年2月3日 日本放送協会 柴田健剛 33



NHKのWEBサイト・アプリでのマルチ発信

NHKONE NHKONEニュース・防災アプリ

都道府県／市区町村ごとのページで避難情報・開設避難所情報を発信

2026年2月3日 日本放送協会 柴田健剛 34



NHKの技術の紹介 ｜ NHKについて

NHK放送技術研究所（NHK技研）

NHK技術カタログ | NHK財団 (nhk-fdn.or.jp)

天気（東京都 東京地方） | 天気・防災 手話CG | NHK

NHKアーカイブス

主要展示物のご紹介｜ショルダーホン（車外兼用型自動車電話）｜NTTドコモ歴史展示スクエア 

(nttdocomo.co.jp)

VIRTUAL SHIZUOKA｜静岡県全域を３次元点群データでデジタルアーカイブ (canva.site)

東京都デジタルツイン3Dビューア (β版) (tokyo.lg.jp)

熱海市の土石流源頭部における3次元点群データの活用 (gsi.go.jp)

参考ページ
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https://www.nhk.or.jp/info/tech/
https://www.nhk.or.jp/strl/
https://www.nhk-fdn.or.jp/es/transfer/catalog.html
https://www.nhk.or.jp/handsign/weather.html?chiiki=kanto-koushinetsu&area=tokyo&chihou=tokyo&video=44132&select=13114001311400
https://www.nhk.or.jp/archives/
http://history-s.nttdocomo.co.jp/list_shoulder.html
https://virtualshizuokaproject.my.canva.site/
https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/#share=s-gju1p6ppJJ2Z6jea
https://www.gsi.go.jp/common/000246181.pdf
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